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北
海
道
の
上
下
水
道
事
業　

　

―
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
が
発
足
す
る
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
け

ま
す
か
。

は
、
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
る
地
名
に
由
来
し
て
い

ま
す
。平
成
29
年
に
設
立
さ

れ
、親
睦
を
深
め
る
目
的
で

年
１
回
程
度
に
札
幌
に
集
ま

り
意
見
交
換
を
行
う
形
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
が
参
加
し
た
令
和
２
年
の

時
点
で
す
で
に
50
人
を
超
え

る
大
き
な
組
織
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
札
幌
以
外
に
も
北

海
道
内
各
地
で
上
下
水
道
分

野
の
事
業
を
支
え
る
卒
業
生

の
方
々
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、「
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
意
見
交

換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て

い
る
悩
み
や
課
題
を
相
談
で

き
る
場
が
つ
く
れ
る
と
良
い

の
で
は
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
、
こ
の
会
を
活
か
し
情
報

提
供
や
意
見
交
換
の
場
を
広

く
提
供
す
る
形
に
展
開
で
き

な
い
か
と
議
論
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
私
が
北
海
道
に
来

た
時
、
道
内
の
上
下
水
道
等

水
イ
ン
フ
ラ
の
実
情
を
勉
強

し
た
い
こ
と
を
、
た
ま
た
ま

大
学
の
先
輩
で
も
あ
る
元
札

幌
市
配
水
担
当
部
長
の
佐
々

木
真
一
さ
ん
に
ご
相
談
し
た

と
こ
ろ
、「
で
は
勉
強
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、

北
海
道
庁
の
水
道
担
当
課
長

や
石
狩
西
部
広
域
水
道
企
業

団
の
事
務
局
長
で
い
ら
し
た

山
田
博
さ
ん
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
不
定
期
で
自
主
的
な

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、

余
湖
先
生
と
「
水
ネ
ッ
ト
・

山
鼻
」
会
員
の
元
石
狩
市
水

道
担
当
部
長
の
清
野
馨
さ

ん
、
岩
見
沢
市
の
農
業
基
盤

整
備
課
長
の
斎
藤
貴
視
さ

ん
、
同
じ
学
科
所
属
の
安
藤

直
哉
准
教
授
と
「
水
ネ
ッ

ト
・
山
鼻
」
の
展
開
に
つ
い

て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

先
述
の
佐
々
木
さ
ん
と
山
田

さ
ん
、
そ
し
て
北
海
学
園
大

学
の
客
員
教
授
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
松
井
佳
彦
先

生
、
北
大
の
佐
藤
久
先
生
に

も
お
声
が
け
し
、
設
立
準
備

会
を
昨
年
初
夏
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
こ

の
方
々
を
役
員
と
し
て
昨
秋

に
「
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
」
と
い
う
名
称
で
会
を
設

立
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
の

会
員
は
「
官
」
に
所
属
し
て

い
る
方
が
比
較
的
多
い
の
で

す
が
、
地
域
の
水
イ
ン
フ
ラ

事
業
を
支
え
て
い
る
民
間
企

業
の
方
に
も
現
場
の
実
情
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
現
場
レ

ベ
ル
で
の
交
流
を
通
じ
て
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
知
識
を

更
新
し
、
知
見
を
共
有
し
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

あ
っ
た
上
下
水
道
事
業
の
持

続
的
な
経
営
を
継
続
的
に
考

え
て
い
く
場
所
に
な
る
と
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
困
っ

て
い
る
自
治
体
担
当
者
が
、

「
こ
の
ケ
ー
ス
な
ら
、
同
じ

課
題
に
対
応
さ
れ
た
、
あ
の

町
の
あ
の
人
に
聞
け
ば
い

い
」
と
い
う
人
の
つ
な
が
り

が
財
産
と
な
る
よ
う
な
場
に

な
れ
ば
、
と
。
短
期
間
で
す

が
以
前
勤
務
し
て
い
た
国
立

保
健
医
療
科
学
院
で
の
水
道

工
学
研
修
の
受
講
生
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で

管
理
職
の
立
場
に
な
っ
て
か

ら
も
相
談
し
合
え
る
関
係
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
が
理
想
で
す
。

　

―
11
月
に
開
催
さ
れ
た
講

演
会
で
は
、「
水
道
界
に
お

け
る
官
民
連
携
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
海

道
に
お
け
る
上
水
道
事
業
の

経
営
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

山
田　

北
海
道
は
可
住
地

面
積
が
広
く
人
口
密
度
が
低

い
で
す
が
、
水
イ
ン
フ
ラ
が

都
市
部
を
中
心
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
全
道

の
水
道
普
及
率
は
全
国
平
均

程
度
、
下
水
道
の
普
及
率
は

90
％
を
超
え
全
国
７
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

地
方
で
は
小
規
模
な
水
道
が

多
く
、
人
口
一
人
当
た
り
の

施
設
や
管
路
を
多
く
抱
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人

口
減
少
の
影
響
は
、
人
口
密

度
が
低
く
規
模
が
小
さ
い
事

業
体
ほ
ど
大
き
く
な
る
、
つ

ま
り
料
金
収
入
の
減
少
に
対

す
る
更
新
費
用
の
支
出
の
負

担
が
大
き
く
な
り
、
将
来
的

に
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
、
令

和
４
年
度
末
現
在
の
道
内
の

上
水
道
事
業
の
給
水
人
口
は

約
４
７
２
万
人
、
管
路
延
長

は
３
万
６
４
０
０
㌔
な
の

で
、
一
人
当
た
り
に
す
る
と

約
７
・
７
㍍
で
す
。
一
方
、

簡
易
水
道
事
業
は
給
水
人
口

が
約
29
万
任
、
管
路
延
長
が

約
１
万
３
７
０
０
㌔
な
の

で
、
一
人
当
た
り
約
47
・
２

㍍
と
な
り
、
単
純
計
算
で
す

が
上
水
道
の
６
倍
に
相
当
し

ま
す
。
事
業
者
の
数
を
見
て

も
、
道
内
で
約
９
０
０
あ
る

水
道
事
業
の
う
ち
、
上
水
道

が
88
、
簡
水
が
１
９
１
、
専

用
水
道
は
５
２
６
あ
り
、
さ

ら
に
は
上
水
道
の
給
水
区
域

の
中
に
も
市
町
村
合
併
に
よ

り
〝
隠
れ
簡
水
〟
と
言
わ
れ

る
地
区
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
少
な
い
技
術
者
が
多

岐
に
わ
た
る
業
務
を
一
手
に

担
い
、
現
実
と
し
て
厳
し
い

経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
相
当
な
数
に
の
ぼ

る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
地

方
の
人
口
減
少
は
著
し
く
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
ど
の

よ
う
に
事
業
継
続
を
行
う

か
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

の
概
要
と
今
後
の
展
開

山
田 

俊
郎
氏

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
会
長
（
北
海
学
園
大

学
工
学
研
究
科
長
・
社
会
環
境
工
学
科
教
授
）

インタビュー
「
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
」
は
、
北
海
学
園
大

学
工
学
部
社
会
環
境
工
学
科
の
卒
業
生
を
中
心

に
、
道
内
の
上
下
水
道
事
業
体
や
、
道
庁
、
民
間

企
業
、
大
学
、
国
な
ど
に
所
属
す
る
77
人
の
会
員

か
ら
成
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
道
内
の

中
小
規
模
の
事
業
体
の
持
続
的
な
経
営
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
９
月
に
発
足
し
た
。
本

紙
で
は
会
長
を
務
め
る
北
海
学
園
大
学
の
山
田
俊

郎
教
授
に
、
発
足
の
経
緯
や
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
お
話
を
伺
っ
た
。

トピックストピックス

　

北
海
道
議
会
の
有
志
議
員

に
よ
る
水
道
事
業
維
持
・
向

上
協
議
会
は
12
月
11
日
、

「
水
道
事
業
に
関
す
る
調
査
・

研
究
」
に
係
る
研
修
会
を
開

き
、
石
狩
市
の
清
野
馨
・
総

務
部
理
事
（
元
石
狩
市
建
設

水
道
部
水
道
担
当
部
長
）
が

「
水
道
事
業
が
抱
え
る
課
題

と
改
善
策
に
つ
い
て
～
石
狩

市
を
事
例
と
し
て
」
と
題
し

講
演
し
た
。

　

中
小
規
模
水
道
事
業
者
を

含
む
対
象
地
域
に
お
け
る
広

域
連
携
を
考
え
た
場
合
、
大

規
模
水
道
を
中
核
と
し
つ
つ

民
間
と
連
携
し
た
新
た
な
事

業
主
体
の
設
立
が
、
そ
の
受

け
皿
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。

　

例
え
ば
、
官
の
技
術
力
と

民
の
柔
軟
な
経
営
力
の
融
合

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
受
け
皿

た
る
新
会
社
が
始
動
し
始
め

る
と
、
株
主
も
含
め
た
周
辺

自
治
体
に
と
っ
て
は
広
域
的

管
理
（
事
業
統
合
、
経
営
の

一
体
化
、
業
務
の
共
同
化
な

ど
）
へ
の
魅
力
度
や
要
求
度

が
高
ま
り
、
新
会
社
が
設
立

さ
れ
た
大
規
模
水
道
に
引
き

寄
せ
ら
れ
、
共
同
で
の
水
道

業
務
の
包
括
委
託
へ
進
展

（
誘
導
）し
や
す
い
環
境
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

図
は
、
宇
宙
に
お
い
て
燃

中
小
規
模
事
業
体
の
健
全
経
営
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
課
題
を
相
談
で
き
る
場
に

料
を
大
量
に
積
載
で
き
ず
、

し
か
も
比
較
的
推
進
力
の
弱

い
小
さ
な
探
査
機
で
あ
っ
て

も
、
惑
星
が
持
つ
大
き
な
引

力
を
利
用
し
つ
つ
軌
道
修
正

を
行
な
っ
た
り
、
加
速
さ
せ

た
り
す
る
と
い
う
こ
と
を
可

能
と
し
、
長
期
に
亘
る
持
続

的
な
航
行
を
も
現
実
化
さ
せ

る「
ス
イ
ン
グ
バ
イ
」と
い
う

概
念
を
念
頭
に
置
き
、
推
進

力
の
弱
い
探
査
機
を
中
小
規

模
水
道
に
、
大
き
な
引
力
を

持
つ
惑
星
を
大
規
模
水
道
に

置
き
換
え
て
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
大
規
模
水
道
周

辺
の
複
数
の
中
小
規
模
水
道

な
ど
に
事
業
改
善
要
求
意
識

（
も
し
く
は
破
綻
危
機
の
可

能
性
）が
高
ま
り
、併
せ
て
広

域
的
管
理
の
要
求
度
に
高
揚

が
見
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
前

提
に
大
規
模
水
道
が
核
と
な

る
水
道
サ
ー
ビ
ス
協
会
な
ど

を
株
式
会
社
化
さ
せ
つ
つ
、

増
資
に
よ
り
共
同
出
資
と
い

う
新
た
な
官
民
連
携
に
よ
っ

て
新
会
社
を
設
立
す
る
。

　

新
会
社
設
立
の
際
の
主
た

る
資
本
構
成
は
、
大
規
模
水

道
と
銀
行
そ
し
て
民
間
の
中

核
事
業
者
と
し
、
近
隣
自
治

体
や
地
元
企
業
、
関
連
メ
ー

カ
ー
な
ど
も
そ
の
株
主
と
し

て
検
討
す
る
。そ
の
後
、事
業

展
開
に
応
じ
て
大
規
模
水
道

な
ど
か
ら
の
技
術
職
員
を
受

水
道
ス
イ
ン
グ
バ
イ
試
案
に
つ
い
て

清
野　

馨

石
狩
市
総
務
部
理
事

け
入
れ
、
都
道
府
県
庁
と
の

連
携
や
出
資
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
体
制
強
化
を
図
り
、

将
来
的
に
は
第
三
者
評
価
機

関
を
活
用
し
た
情
報
開
示
に

も
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
新
会
社
設
立

の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
経
営

面
を
民
間
の
中
核
事
業
者
が

主
導
し
、
運
営
技
術
面
を
大

規
模
水
道
が
主
導
す
る
と
い

う
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
特

に
構
成
員
と
し
て
、
銀
行
や

近
隣
自
治
体
が
加
わ
る
こ
と

石
狩
市

石
狩
市
・・
清
野
理
事
が
北
海
道
議
会
で
講
演

清
野
理
事
が
北
海
道
議
会
で
講
演

水
道
事
業
が〝
明
る
い
未
来
〟を
掴
む
た
め
に

ご
ろ
か
ら
漏
水
事
故
が
爆
発

的
に
増
え
始
め
た
こ
と
が
、

〝
水
道
ク
ラ
イ
シ
ス
〟
の
始

ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。

基
本
思
考
①
わ
が
身
を
知
る

（
資
産
管
理
）

　

対
策
と
し
て
、
平
成
８
年

度
に
策
定
し
た
施
設
更
新
計

画
に
基
づ
き
、
花
川
南
地
区

を
最
優
先
と
す
る
老
朽
化
施

設
の
更
新
を
進
め
た
。
平
成

18
年
度
に
は
地
域
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
平
成
21

年
度
に
厚
生
労
働
省
が
公
開

し
た
支
援
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
法

定
耐
用
年
数
に
基
づ
き
更
新

を
行
っ
た
場
合
、
当
時
の
年

間
料
金
収
入
12
億
円
に
対

し
、
要
す
る
更
新
費
用
は
７

億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
の
経
営
で
は
、

財
政
破
綻
は
避
け
ら
れ
ず
、

自
滅
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に

な
る
。
固
定
費
が
大
部
分
を

占
め
る
水
道
事
業
は
典
型
的

な
装
置
産
業
で
あ
り
、
固
定

費
を
圧
縮
す
る
こ
と
が
先
決

と
考
え
、
水
源
を
石
狩
西
部

広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の
受

水
に
切
り
替
え
、
簡
易
水
道

事
業
を
統
合
。
８
つ
の
浄
水

場
を
す
べ
て
廃
止
し
た
。
平

成
20
年
度
か
ら
は
「
第
三
者

委
託
」
を
導
入
し
、
施
設
の

管
理
・
運
営
体
制
の
強
化
を

図
っ
た
。

基
本
思
考
②
優
先
順
位
を
見

極
め
る
（
物
理
評
価
）
③
根

拠
あ
る
先
延
ば
し
（
機
能
診

断
）
④
３
つ
の
視
点
と
管
種

の
「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」

　

管
路
の
更
新
に
あ
た
っ
て

は
、
物
理
評
価
で
優
先
順
位

を
判
断
。
更
新
サ
イ
ク
ル

は
、
法
定
耐
用
年
数
に
よ
ら

ず
、
埋
設
環
境
や
管
体
調
査

に
基
づ
き
決
定
し
た
実
使
用

年
数
に
よ
る
も
の
と
し
、
優

先
度
判
断
に
基
づ
く
『
選
択

と
集
中
』、『
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
』、
長
寿
命
管
の
採
用

に
よ
る
『
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）
の
低

減
』
の
３
つ
の
視
点
で
基
幹

管
路
、
配
水
支
管
、
限
界
集

落
の
管
路
の
用
途
別
に
適
材

適
所
で
資
材
を
使
い
分
け
る

『
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
を
採

用
し
た
。

基
本
思
考
⑤
財
源
確
保
（
料

金
値
上
げ
）

　

①
か
ら
④
の
検
討
に
よ

り
、
施
設
更
新
計
画
を
見
直

し
、
更
新
費
用
を
平
準
化
し

た
結
果
、
当
初
７
億
円
と
さ

れ
た
更
新
費
用
は
、
３
億
２

０
０
０
万
円
に
ま
で
圧
縮
さ

れ
た
が
、
必
要
と
な
る
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
25

年
度
の
検
針
分
か
ら
、
実
に

28
年
ぶ
り
の
改
定
と
な
る
平

均
16
・
７
％
の
料
金
値
上
げ

を
実
施
し
た
。

　

清
野
理
事
は
、
会
場
の
議

員
に
対
し
、「
第
一
に
水
道

事
業
者
が
、
わ
が
身
を
知

り
〝
こ
の
ま
ま
で
は
自
滅
す

る
〟
と
い
う
危
機
感
を
持
つ

こ
と
。
次
に
、
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
や
統
廃
合
に
よ
り
、

わ
が
身
を
小
さ
く
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
職
場
の
内
外

で
同
じ
課
題
や
認
識
を
持
つ

仲
間
づ
く
り
を
強
化
し
、
広

域
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の

準
備
を
す
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
は
、
議
員
の
皆
さ
ま
が

水
道
事
業
体
に
対
し
、
危
機

感
を
持
つ
よ
う
促
し
て
い
た

だ
き
、
広
域
連
携
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ま
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な

り
、
ご
自
身
の
選
挙
区
の
首

長
に
対
し
て
、
近
隣
都
市
が

集
う
〝
勉
強
会
〟
を
立
ち
上

げ
る
よ
う
促
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
水
平
連
携

に
よ
り
施
設
の
運
転
・
管
理

や
検
針
・
料
金
徴
収
業
務
を

共
同
で
行
う
〝
ネ
オ
広
域

化
〟
の
検
証
を
提
案
し
て
い

た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
水
道
サ
ー
ビ
ス

の
運
営
・
技
術
面
を
担
う
大

規
模
水
道
事
業
者
を
核
に
、

経
営
面
を
民
間
の
中
核
事
業

者
が
主
導
し
、
銀
行
や
近
隣

自
治
体
も
構
成
員
と
し
て
巻

き
込
ん
だ
新
た
な
水
道
サ
ー

ビ
ス
会
社
の
設
立
を
提
唱
。

惑
星
が
持
つ
引
力
を
利
用
し

て
、
小
さ
な
探
査
機
が
軌
道

や
速
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
よ
う
に
、「
ス
イ
ン
グ
バ

イ
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

新
会
社
が
対
象
圏
を
拡
大
し

て
株
主
を
増
や
し
て
い
き
、

最
終
的
に
は
、
水
道
サ
ー
ビ

ス
会
社
を
改
組
し
た
「
北
海

道
水
道
株
式
会
社
」
が
広
域

的
管
理
の
受
け
皿
と
な
り
、

持
続
可
能
な
水
道
サ
ー
ビ
ス

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
理

想
だ
と
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
約
60
人
の

議
員
が
出
席
。
清
野
理
事

は
、
石
狩
市
の
技
術
職
員
と

し
て
、
上
下
水
道
部
局
で
の

23
年
間
を
通
じ
、
水
道
事
業

の
基
盤
強
化
と
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

大
更
新
時
代
を
迎
え
た
道

内
の
水
道
事
業
が
、
石
狩
市

の
よ
う
に
〝
明
る
い
未
来
を

掴
む
〟
た
め
、
い
ま
す
べ
き

こ
と
は
何
か
。
普
及
促
進
時

代
の
『
成
長
水
道
』
か
ら
大

更
新
時
代
の
『
成
熟
水
道
』

を
目
指
す
上
で
基
本
と
な
る

５
つ
の
思
考
と
と
も
に
、
道

内
の
水
道
事
業
が
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
た
め
の
広
域
連
携
の
あ

り
方
、
さ
ら
に
は
、
官
民
連

携
に
よ
る
水
道
サ
ー
ビ
ス
の

進
化
系
と
し
て
『
ス
イ
ン
グ

バ
イ
』
試
案
を
提
唱
し
た
。

　

石
狩
市
で
は
、
昭
和
45
年

に
最
初
に
給
水
を
開
始
し
た

花
川
南
地
区
で
、
平
成
４
年

に
よ
り
、
始
動
時
か
ら
一
定

の
公
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
確

保
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
の
結
果
、
株
式
会
社
化

さ
れ
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
会
社

は
、
同
社
の
株
主
で
も
あ
る

中
小
規
模
水
道
の
事
業
改
善

要
求
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
大
規
模

水
道
の
財
政
技
術
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
合
力
を
得
る
べ
く
、

広
域
的
管
理
の
受
け
皿
（
受

託
）
と
な
っ
て
実
践
（
基
幹

的
業
務
を
「
水
道
サ
ー
ビ
ス

会
社
」
が
担
い
、
定
型
的
業

務
を
「
民
間
事
業
者
」
へ
委

託
す
る
と
い
う
運
営
体
制
も

否
定
し
な
い
）
す
る
こ
と

で
、
簡
易
水
道
や
専
用
水
道

も
含
め
た
周
辺
自
治
体
を
救

済
し
、
持
続
的
な
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
現
実
化
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
対
象
圏
域
を

拡
大
し
、
更
な
る
水
道
ス
イ

ン
グ
バ
イ
を
繰
り
返
し
て
水

道
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
株
主
を

増
や
す
こ
と
で
、
例
え
ば
北

海
道
水
道
㈱
や
沖
縄
県
水
道

㈱
な
ど
の
よ
う
に
救
済
エ
リ

ア
を
よ
り
拡
大
・
広
域
化
す

る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
展
開

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（「
水
道
事
業
に
関
す
る
調

査
・
研
究
」
に
係
る
研
究
会

の
配
布
資
料
か
ら
抜
粋
）

　

―
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

も
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

　

山
田　

ま
ず
は
同
じ
場
所

に
集
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
め
る
目
的
も
込
め
て
、
今

回
の
よ
う
な
外
部
の
有
識
者

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

会
員
に
有
益
な
情
報
を
提
供

い
た
だ
く
講
演
会
は
継
続
し

て
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
情
報
を
受
け
取
る
だ

け
で
な
く
、
会
員
の
方
か
ら

情
報
を
発
信
し
て
、
道
内
各

地
の
情
報
や
課
題
を
共
有
す

る
座
談
会
の
よ
う
な
形
も
で

き
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
会
設
立
前
か

ら
、役
員
候
補
者
で「
水
ネ
ッ

ト
・
山
鼻
」
に
縁
の
あ
る
自

治
体
に
直
接
訪
問
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
上
砂
川
町
の
簡

易
水
道
の
浄
水
場
や
、
深
川

市
と
旭
川
市
の
小
規
模
集
落

に
導
入
し
て
い
る
膜
処
理
施

設
や
浄
水
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
担
当
の
方
々
と

現
場
で
意
見
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
訪
問
に

よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
訪

問
先
で
得
た
共
有
可
能
な
情

報
に
つ
い
て
は
会
員
の
方
々

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
情

報
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、「
水

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
講
演
会
や

見
学
会
な
ど
の
活
動
報
告
、

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら

せ
な
ど
、
順
次
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

は
11
月
20
日
、
北
海
学
園
大

学
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演

会
を
開
い
た
。
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
を
あ
わ
せ
て
１
１
４

人
が
参
加
。
山
口
岳
夫
・
水

道
技
術
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
が
「
水
道
界
に
お
け
る

官
民
連
携
の
事
例
と
役
割
」

と
題
し
、
官
民
連
携
を
推
進

す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
考

察
し
た
。

　

民
間
資
金
の
活
用
に
関
す

る
制
度
を
見
る
と
、
水
道
の

黎
明
期
に
は
、
明
治
政
府
の

財
源
不
足
か
ら
、
都
市
部
で

民
営
水
道
が
盛
ん
に
整
備
さ

め
の
投
資
喚
起
と
さ
れ
た
当

初
の
ね
ら
い
は
、
低
成
長
が

長
期
化
す
る
な
か
、
収
支
が

悪
化
す
る
事
業
経
営
へ
の
対

応
に
重
心
が
移
り
つ
つ
あ

る
。

　

事
例
と
し
て
も
、
初
期
に

お
い
て
は
、
国
内
初
の
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
と
な
っ
た
東
京
都
の

金
町
浄
水
場
常
用
発
電
設
備

整
備
や
、
国
内
最
大
規
模
の

膜
ろ
過
施
設
を
建
設
し
た
横

浜
市
の
川
井
浄
水
場
再
整
備

事
業
な
ど
、
実
力
の
あ
る
事

業
体
が
け
ん
引
す
る
本
格
的

な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
目
立
っ
て

い
た
が
、最
近
で
は
、老
朽
管

の
更
新
や
運
営
・
維
持
管
理

の
課
題
を
抱
え
る
中
小
規
模

事
業
体
に
お
い
て
、
管
路
Ｄ

Ｂ
や
包
括
委
託
を
拡
大
し
た

形
の
ス
キ
ー
ム
が
増
え
て
い

る
。

　

官
民
連
携
の
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
目
指
す
「
成

功
」
の
形
や
、
期
待
さ
れ
る

「
コ
ス
ト
縮
減
」
効
果
に
対

す
る
公
共
と
民
間
の
意
識
の

ず
れ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。民
間
が
考
え
る「
成
功
」

は
、
投
資
が
期
待
通
り
の
リ

タ
ー
ン
を
生
む
こ
と
で
あ
る

一
方
、「
確
実
性
」
と
「
信

頼
性
」
を
重
視
す
る
公
共
に

と
っ
て
の
成
功
は
、
水
質
が

向
上
し
、
リ
ス
ク
が
低
減
さ

れ
、
安
全
な
水
の
供
給
が
確

実
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
コ

ス
ト
縮
減
効
果
は
最
優
先
事

項
で
は
な
い
。

　

こ
の
事
を
理
解
す
る
た

め
、サ
ー
ビ
ス
の
「
価
値
」を

「
機
能
」と「
コ
ス
ト
」の
関
係

で
考
え
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
機
能
と
す
る
こ
と
で
最
大

限
の
満
足
（
価
値
）
を
得
る

た
め
の
手
法
を
考
え
る
「
バ

リ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
」を
、水
道
の
官
民
連
携
に

あ
て
は
め
た
場
合
、
確
実
性

と
信
頼
性
を
重
視
す
る
公
共

に
と
っ
て
の「
機
能
」は
、「
能

力
」
と
「
信
頼
性
」
を
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
コ
ス
ト
を
縮
減
す

る
効
果
が
得
ら
れ
て
も
、
リ

ス
ク
が
増
え
災
害
時
を
含
め

て
施
設
を
確
実
に
運
用
す
る

「
信
頼
性
」
が
下
が
る
の
で

あ
れ
ば
、
コ
ス
ト
に
見
合
わ

な
い
機
能
と
な
る
の
で
サ
ー

ビ
ス
の
価
値
が
下
が
り
、
コ

ス
ト
削
減
効
果
の
評
価
も
低

く
な
る
。

　

ま
た
、
人
員
を
削
減
し
て

コ
ス
ト
削
減
効
果
が
得
ら
れ

て
も
、
水
の
供
給
量
が
減

り
、
水
質
が
悪
く
な
る
の
で

あ
れ
ば
「
能
力
」
が
下
が
る

こ
と
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

価
値
が
下
が
る
の
で
、
リ
ス

ク
削
減
の
評
価
も
低
く
な

る
。
こ
の
場
合
、
人
員
を
減

ら
す
代
わ
り
に
、
遠
隔
監
視

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な

ど
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

策
を
具
備
す
る
こ
と
で
「
信

頼
性
」
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
結
果
、
コ
ス
ト
に

見
合
っ
た
「
機
能
」
が
得
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
の
価
値
も
上
が
る
こ
と
に

な
る
。

れ
た
が
、
コ
レ
ラ
の
流
行
を

機
に
民
営
水
道
を
禁
止
す
る

水
道
条
例
が
制
定
さ
れ
、
そ

の
後
、
地
方
の
水
道
整
備
促

進
の
た
め
、
私
営
水
道
を
再

容
認
す
る
水
道
条
例
の
改
正

が
行
わ
れ
て
お
り
、
公
衆
衛

生
の
確
保
や
施
設
整
備
の
促

進
の
意
義
が
大
き
か
っ
た
。

　

一
方
、近
年
で
は
、１
９
９

９
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
成
立
に
始

ま
り
、
水
道
法
改
正
に
よ
る

包
括
的
民
間
委
託
、
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
る
指
定
管
理

者
制
度
に
続
き
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

の
改
正
に
よ
り
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
導
入
が
可
能
と
な

り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
も

最
終
レ
ベ
ル
と
し
て
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
据
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
政
府
の
主
導

に
よ
る
経
済
対
策
の
意
義
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

主
と
し
て
低
成
長
打
破
の
た

12月11日に開かれた「水道事業に関する調査研究」
に係る研修会

水
道
技
術
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
山
口
氏
が
講
演

水
道
界
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